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　本書は『源氏物語』が仏教をどのように受容したかという問題をテーマにしている。本書の執筆者
は、明治大学古代学研究所主催のシンポジウム「源氏物語と仏教」（2007年ll月）での報告者が中
心となっており、具体的な仏典を媒介として新しい解釈が提示されている。構成は次の通りである。
　　はじめに
　　中　哲裕「光源氏の「罪」と「瞭い」一阿闊世王の物語と光源氏の応報」
　　日向一雅「光源氏の出家と『過去現在因果経』」
　　湯浅幸代「秋好中宮と仏教一前斎院の罪と物の怪・六条御息所について」
　　三角洋一「橋姫巻の後半を読む」
　　原岡文子「宇治十帖の世界と仏教」
　　付録
　　「源氏一品経」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　袴田光康
　　「源氏物語表白」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　湯浅幸代
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「賦光源氏物語詩序」 長瀬由美
　以上のように本書は論文と、中世の仏教的立場からの享受資料の注釈を付録としている。冒頭の論
文、中哲裕氏の「光源氏の「罪」と「照い」」の構成は、はじめに、一問題提起、二雲林院にて、三
須磨・明石での流言商生活、三月上巳の祓え、四嵯峨野の御堂と普賢講、五女三の宮の降嫁と柏木の
密通事件によって見えてきたもの、六阿閣世王の物語、七阿閣王物語と柏木・女三の宮の密通、同
態における応報、八この世における応報、「華報」、九おわりに、『源氏物語』と『浬藥経』、のよう
になっている。この論文は、源氏の藤壺との密通に関しての罪意識の自覚及び源氏の営む仏事での罪
の賦いなどに関連した源氏の一生の物語が、『浬藥経』や『浬藥疏』に書かれている「阿閣世王の物語」
を意識しながら書かれているという観点から論じられている。
　光源氏の晩年における柏木と女三の宮の密通は、光源氏の応報と関わる重要な問題である。本論文
は、そのような光源氏における晩年の応報の問題を『浬藥経』を用いて綿密に考察しており、光源氏
の応報の問題が「阿閣世王の物語」をベースしていることを明らかにしている。また、本論文は『源
氏物語』第二部の思想的基盤と大きな枠組みが、『浬藥経』に影響されているということを明らかにし
ている。これは光源氏と仏教の問題、第二部の光源氏論に新しい地平を切りひらいていくものと評し
たい。
　日向一雅氏の「光源氏の出家と『過去現在因果経』」の構成は、はじめに、一中世の仏教的批評一
『源氏一品経』と『今鏡』、二光源氏の出家への道のり、三　「御仏名」の日の光源氏、四仏伝と光
源氏との対比、五光源氏と釈迦の憂愁と成道、六光源氏の出家、のようになっている。光源氏の出
家の物語が『過去現在因果経』を用いて考察される。
　光源氏の最後の物語である「幻」巻の「御仏名」の行事での光源氏の出家の覚悟、「転輪聖王」に
喩えられた光源氏、光源氏の憂愁と成道の問題が釈迦の憂愁と成道との比較の観点論じられている。
この論文では光源氏の出家の物語が『過去現在因果経』の仏伝の構造との対比から綿密に分析され、
かっ光源氏における出家問題が平安時代の仏教の思想的問題と、作家の紫式部の仏教問題という観点
から考察される。光源氏における出家問題が様々な観点から総合的に論じられている。
　湯浅幸代氏の「秋好中宮と仏教一前斎院の罪と物の怪・六条御息所にっいて」の構成は、はじめに、
一斎宮と仏教、二　「斎宮の女御」から「中宮」一徽子女王周辺の準拠、三神事と物の怪・六条御
息所、四秋好中宮の仏事、結び、のように構成されている。斎宮の仏教忌避と、それに関わる罪意識
が確認され上で、神事の最中、物の怪と化していく六条御息所のありようが、娘・斎宮（秋好中宮）
との関係を軸に考察されている。また母の死後、斎宮となった秋好中宮が営む仏事を通して、最終的
に母の鎮魂を果たす秋好中宮の内面の深化について考察されている。この論文では、六条御息所と秋
好中宮の準拠が、徽子女王周辺であるということが明らかにされており、また、中宮主催の季御読経
が母の六条御息所への追善供養という観点から考察され、研究史的には秋好中宮における仏教問題へ
の新た視点が示されたと言えよう。
　三角洋一氏の「橋姫巻の後半を読む」の構成は、はじめに、一薫的人物像の背景、二八の宮の思
念、三初対面の挨拶（一）一薫と大君、四初対面の挨拶（二）一弁の君と薫、五薫の思念（一）一
観念たよりあり、六薫の思念（二）一愛の繭にまっはれ、七薫の思念（三）一この世のほだし、のよ
うになっている。薫の道心と恋の物語の始まる後半について、薫における大君と八の宮との関係、薫
の出生の秘密など、薫における様々な思念が、仏教との関わりの観点から考察される。橋姫巻の後半
一48一
古代学研究所紀要　第13号
は、薫を中心とする八の宮と、その二人の娘が重要登場人物として物語が展開されていく。それら四
人の関係において特に薫と八の宮には仏教の問題が深く内在している。この論文では八の宮における
仏教が、二人の娘を持つ親という観点から、『往生要集』がいう臨終の「三種の愛」を用いて考察され
る。また薫における仏教については、大君及び出生の秘密の問題にも関連して、薫の複雑な思念に沿
って、『浬葉経』『往生要集』『維摩経』他の経典や中世仏教文学の言説を媒介にして考察されている。
薫と人の宮の仏教のありかたが具体的な経典や仏教文学の言説に照らして明らかにされる。宇治十帖
の物語を理解するためには、経典とともにその時代の仏教のありかたを承知しておくことの重要性が
示されている。
　原岡文子氏の「宇治十帖の世界と仏教」の構成は、はじめに、一宇治十帖の発端一宇治の阿閣梨、
八の宮、薫、二　『往生要集』との関わり、三　「常不軽」へ、四浮舟一出家への道程、五浮舟の出
家、六　「あはれ」の世界の相対化、七　『紫式部日記』求道への思い一「おわりに」に代えて、とな
っている。薫を主人公とする宇治十帖における仏教の問題、阿闊梨の存在、浮舟の出家に関連して、
『往生要集』を手がかりに作者紫式部の仏教をめぐる思いのあり方までが考察されている。本論文は
八の宮と阿閣梨との親交が『往生要集』を軸とするものであることを確認し、しかし、八の宮が成仏
できなかったことを知った阿闊梨が常不経の修行を行わせるところに、阿閣梨の八の宮に対する償い
があると論じる。阿闊梨の常不経による償いとは、『源氏物語』作者の天台浄土教の観想業への懐疑が
示されたものであると論じる。それは同時代の仏教のありかたへの懐疑であり、浮舟出家を描く中に
も、作者の天台浄土教への疑問があると、『紫式部日記』の一節を引きながら言う。
　以上、本書は『源氏物語』の仏教の問題を具体的な経典や仏教文学諸作品、その時代の仏教のあり
方と関わらせて考察し、コンパクトではあるが、的確な問題提起を行っているといえよう。
　付録の袴田光康氏の「源氏一品経」は、〔解題〕〔本文〕〔書き下し〕〔注〕から成る。〔解題〕では、
「源氏一品経」の諸本、作家、成立経緯、内容などが考察される。湯浅幸代氏の「源氏物語表白jは、
〔解題〕〔本文〕〔注〕から成り、本文に詳細な注釈を付す。長瀬由美氏の「賦光源氏物語詩序」は、
〔解題〕〔本文〕〔訓読〕〔注〕から成る。これまで注釈のなかった享受資料を読みやすく提供するもの
になっている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（青簡舎2009年3月20日発行本体価格2800円＋税）
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